
                     やすらぎ通信 第 46 号 2013 年 3 月 1 日発行                        

     
 

 

言
葉
に
は
命
が
あ
る 

  

「
お
は
よ
う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
、
挨
拶

が
出
来
な
い
人
た
ち
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
に
憂
い
を

感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
間
が
横
着
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
な
の
か
、
挨
拶
の
な
い
社
会
は
、
悲
し
い
孤
独
が

蔓
延
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

挨
拶
に
は
波
動
、
命
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
一
つ
で
人
も
物

事
も
変
化
、
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ニ
メ
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
で
鬼
太
郎
の
声
を
担
当
し
て
い
る
声
優
の

野
沢
雅
子
さ
ん
が
こ
ん
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

声
優
は
ア
ニ
メ
が
姿
で
あ
っ
て
本
来
の
自
分
の
姿
は
見

せ
な
い
仕
事
で
す
。
テ
レ
ビ
、
映
画
の
俳
優
な
ら
映
像
を
通

し
て
表
現
が
可
能
で
す
が
、
声
優
は
声
で
し
か
表
現
の
し
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
声
に
命
が
あ
る
、
自
分
の

言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
を
受
け
止
め
て
ほ
し
い
、
と
力
説
な
さ

っ
て
い
ま
し
た
。
挨
拶
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

挨
拶
は
会
釈
以
外
に
「
背
中
を
た
た
く
、
押
す
、
開
く
、

突
き
進
む
、
擦
り
つ
け
る
、
せ
め
る
」
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
、
人
の
魂
を
開
く
カ
ギ
。
相

手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
結
び
、
好
印
象
を
与
え
る

最
良
の
手
法
に
な
り
得
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
、
自
分
の
ほ
う 

 

か
ら
先
に
人
々
に
温
か
い
声
を
か
け
、
気
さ
く
に
挨
拶
を
す

る
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
生
は
実
に
多
彩
な
出
会
い
の
連
続
、
良
き
出
会
い
が
生

涯
を
決
定
し
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
会
い

は
、
い
つ
も
「
魂
を
開
く
」
一
言
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

良
き
出
会
い
を
重
ね
て
こ
そ
、
輝
き
の
あ
る
豊
か
な
人
生
が

送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
あ
、
元
気
よ
く
明
瞭
な
響
く
声
で
、
出
会
い
の
一
歩
と

な
る
「
挨
拶
」
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

住
職
著
書
「
和
尚
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
よ
り 
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

 

三
月 

○
石
川
家
御
法
事 

 
 
 

2
日 

○
原
家
御
法
事 

 
 
 

3
日 

○
木
村
家
御
法
事 

 
 
 
 
 
 

○
道
了
講 

 
 
 

5
日 

 
 

○
佐
藤
家
御
法
事 

 
 
 

9
日 

○
我
妻
家
御
法
事 

 
 
 
 
 
 

○
平
原
家
御
法
事 

 
 
 

10
日 

○
柏
木
家
御
法
事 

○
大
石
家
御
法
事 

○
早
﨑
家
御
法
事 

 
 
 

16
日 

○
藤
井
家
御
法
事 

 
 
 
 

○
佐
々
木
立
男
家
御
法
事 

 
 

17
日 

○
佐
々
木
浩
一
郎
家
御
法
事 

○
藤
井
家
御
法
事 

○
遠
藤
家
御
法
事 

○
春
彼
岸
供
養
会 

 
 
 

20
日 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
供
養
会 

○
太
田
家
御
法
事 

 
 
 

23
日 

○
渡
邊
家
御
法
事 

○
西
家
御
法
事 

 
 
 

24
日 

○
立
華
家
納
骨 

○
渡
邊
家
御
法
事 

 
 
 

31
日 

 

四
月 

○
道
了
講 

 
 
 

2
日 

 

○
鈴
木
家
御
法
事 

 
 
 

7
日 

○
井
阪
家
御
法
事 
 

○
小
野
田
家
御
法
事 

 
 

13
日 

○
地
蔵
講 

 
 
 

16
日 

 

○
小
野
家
御
法
事 

 
 
 

20
日 

○
板
橋
家
御
法
事 

○
佐
藤
家
御
法
事 

 
 
 

27
日 

○
本
田
家
御
法
事 

 
 
 

28
日 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

三
月 

○
東
部
教
連
梅
花
講
習
会 

 
 
 

7
日 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

 
 

10
日 

○
六
教
区
教
区
会 

 
 

 
 

30
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 
 
 
 
 
 

31
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月 

○
沼
津
市
仏
教
会
花
祭
り
前
夜
祭 

 
 

7
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 

 
 

29
日 

○
大
岡
地
区
遺
族
会
法
要 

 
 
 

30
日 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

○
土
曜
日
坐
禅
と
写
経 

 
 
 

6
時 

○
日
曜
日
坐
禅
と
提
唱 

 
 
 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 
 
 

8
日 

 

19
時
30 

○
月
例
写
経
会 

 
 
 
 
 

3/

25 
 

9
時
30 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

3/

5 

4/

5
・
19 

 

【
お
知
ら
せ
】 

  

年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引

き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
な
い
よ
う
に
、

残
高
の
確
認
を
必
ず
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 □
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。 

週
末
に
は
甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み

な
が
ら
、
お
花
見
の
つ
い
で
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

□
ペ
ッ
ト
に
癒
さ
れ
る
時
代 

ペ
ッ
ト
の
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
数
年
に
な
り
ま
す

が
、
益
々
、
ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し
て
わ
が
子
の
よ

う
に
愛
お
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ご
家
族
の
涙
す
る
光
景
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。 

 □
共
同
墓
に
永
代
に
供
養
す
る
人
が
多
い
時
代 

三
明
寺
で
永
代
供
養
を
は
じ
め
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

特
に
こ
こ
数
年
、
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
残
さ
れ
た
人
達
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 
 
 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
の
予
定
で
す
。 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円 

 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
指
導
に
よ
る
詠
賛
歌
を
唱
え
る
お
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

□
「
終
活
フ
ェ
ア
ー
」
開
催
し
ま
す 

団
塊
の
世
代
の
人
々
が
定
年
を
迎
え
、
将
来
や
老
後
の
こ

と
が
気
に
な
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
東
部
で
初
め
て
、

三
島
の
商
工
会
議
所
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
、
お
出
か
け
下
さ

い
。
介
護
、
相
続
、
遺
言
、
お
墓
、
仏
壇
、
葬
儀
な
ど
お

聞
き
し
た
い
こ
と
を
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 
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鏡もち・しめなわ作り及びもちつき風景（12月 24 日） 

 みんなでしめなわ作りをし

ました  できたぞ！！ 

 ついたおもちを 

鏡もちにしました 
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大晦日の行事(お焚き上げ、除夜の鐘、新春祈祷) 

と 1月 7日のハシゴのり 

大般若、節分祭（１月 27日） 

 
福はうち！今年も良い年

になりますように 


